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咽頭結膜熱 5 0.23 0.21 流行性角結膜炎 26 3.25 0.38 22

Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎
49 2.23 1.01 細菌性髄膜炎 - - - 8

感染性胃腸炎 81 3.68 2.19 無菌性髄膜炎 1 0.17 - 6
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クラミジア肺炎
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疾患名
前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減

前週と比較しておおむね

1：1.1～1.5の増減
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（注）過去５年間の同時期平均

　　　（定点当たり）

急性呼吸器感染症（ARI）定点数

（内科・小児科）

小児科定点数

２０２５年第３９週（９月２２日～９月２８日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

■コメント マイコプラズマ肺炎の流行状況

定
点
当
た
り
報
告
数

３ インフルエンザ
定点当たり0.43人の報告があり、増加傾向です。また、9月

29日に、広島市で今シーズン初めてのインフルエンザ様疾患
による学級閉鎖が報告されました。流行開始の目安（定点当
たり1.00人）には達していませんが、今後、本格的な流行を迎
えることが予想されます。手洗い、咳エチケットなどの感染予
防対策を心がけましょう。

１ マイコプラズマ肺炎
定点当たり4.33人の報告があり、増加しています。主な症状

は、発熱や全身の倦怠感（だるさ）、頭痛、咳などで、咳は熱
が下がった後も長期にわたって（3～4週間）続くのが特徴です。
手洗いの励行、咳エチケットなどの感染予防対策を心がけま
しょう。

流行性角結膜炎の流行状況

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 3 96 80歳代・1人、90歳代・2人

5 梅毒 3 114 20歳代・2人、40歳代・1人

5 百日咳 19 930
10歳未満・11人、10歳代・4人、30歳代・1人、40歳代・1人、
70歳代・1人、80歳代・1人

２ 流行性角結膜炎
定点当たり3.25人の報告があり、増加しています。アデノウ

イルスを原因とする急性の結膜炎で、感染力が強く、小児か
ら大人まで幅広い年齢層で見られます。手洗いの励行、タオ
ルの共用を避けるなど、感染予防対策を心がけましょう。
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感染症発生動向調査に基づくARI病原体定点医療機関からの搬入分のみ掲載
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第34週 14 9 4 1 4 1

第35週 14 9 4 2 2 1 2

第36週 17 16 11 1 5

第37週 18 8 1 5 1 1

第38週 18 15 9 3 2 2 2

＊同一検体からの複数ウイルス検出例を含む （検査：広島市衛生研究所）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/eisei/1003071/index.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

２０２５年第３９週（９月２２日～９月２８日）

■病原体検出状況（ＡＲＩサーベイランス）

検索詳しくはホームページで 広島市 病原体
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第35週 1,580 2 245 17 8 47 111 4 6 65 7 1 - - 6 - 1 14 - -
報 第36週 1,983 - 285 9 9 46 111 3 15 51 3 10 1 - 12 - 2 6 - -
告 広島市 第37週 2,168 8 317 25 2 61 75 2 13 42 4 12 1 - 12 - 1 14 - -
数 第38週 1,890 3 237 27 9 43 93 2 9 27 4 6 - - 13 - 1 14 - -

第39週 1,972 15 179 23 5 49 81 3 13 31 7 1 - - 26 - 1 26 - -
第35週 45.14  0.06  7.00  0.77  0.36  2.14  5.05  0.18  0.27  2.95  0.32  0.05  - - 0.75  - 0.17  2.33  - -

定 第36週 56.66  - 8.14  0.41  0.41  2.09  5.05  0.14  0.68  2.32  0.14  0.45  0.05  - 1.50  - 0.33  1.00  - -
点 広島市 第37週 61.94  0.23  9.06  1.14  0.09  2.77  3.41  0.09  0.59  1.91  0.18  0.55  0.05  - 1.50  - 0.17  2.33  - -
当 第38週 54.00  0.09  6.77  1.23  0.41  1.95  4.23  0.09  0.41  1.23  0.18  0.27  - - 1.63  - 0.17  2.33  - -
た 第39週 56.34  0.43  5.11  1.05  0.23  2.23  3.68  0.14  0.59  1.41  0.32  0.05  - - 3.25  - 0.17  4.33  - -
り 第37週 59.87  0.71  8.37  1.67  0.30  1.86  4.79  0.19  0.58  1.66  0.33  0.96  0.05  0.02  1.10  0.01  0.03  1.09  0.01  0.01  

第38週 53.05  0.80  6.93  1.64  0.28  1.45  3.90  0.20  0.46  1.23  0.29  0.70  0.04  0.01  1.08  0.01  0.05  1.11  0.01  0.01  
全国
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令和7年9月26日、世界保健機関西太平洋地域事務局により、日本が新たに風しんの排除状態にあることが認定
されました。

風しんは、主に飛沫感染によってうつる、感染力の強い感染症です。症状は、発熱、発疹、リンパ節の腫れで、妊
娠初期に感染すると、赤ちゃんが先天性風しん症候群（難聴、白内障、心疾患等）を発症する原因となります。

日本では、早期に先天性風しん症候群の発生をなくすとともに、風しん排除を達成することを目標として「風しんに
関する特定感染症予防指針」（平成26年）を策定し、風しんの対策を行ってきました。今後も排除状態を維持するた
めには、ワクチン接種をはじめとする予防対策を継続することが大切です。

【参考】日本の風しんの排除が認定されました！

世界保健機関西太平洋地域事務局により日本の風しんの排除が認定されました（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_63996.html

風しん（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/rubella/index.html

風しんの排除の認定基準

適切なサーベイランス制度の下、土着株による風しんの感染が3年間確認されないこと、
又は遺伝子型の解析によりそのことが示唆されること


